
 
１－１． ンポ ム（アクティブ・ラーニング） 

 
                      
 
１．概要 
 シン ムは 年次教育プログラム「SIH 道場」で導入されたアクティブ・ラーニング

の取り組みを 学 課 全 に浸透さ ていくことを目指して実施された。 大学総合教育セ

ンター教育改革推進部門の 義が び 会を め 大学総合科学部

大学 学部 大学教 教育 部 の 3 による 題 の後 広 大学

大学 修一 による指定 を行い 会場を えたディス ッションを実施した。 
 下ではまず プログラムの主 と各 題 による 題の を記すことでプログラムの

を示し その後 実 に行 れたシン ムの を する。 
 
２．プログラムの  
2 1 ンポ ムの  
 アクティブ・ラーニングは 大学における 統的な教授方法であった 一方向的な 義による

達に る教授方法として 目を集めている。 大学は 文部科学省が推進する「大学

教育再生加速プログラム（ ）」のうち テーマ I「アクティブ・ラーニング」の取り組みに選定

され 「学生と教員が共に成長する「SIH 道場 アクティブ・ラーニング入門 」」を に アクテ

ィブ・ラーニングの 法を用いた教育の推進を行っている。 学の の取り組みは 「 は い

うちに て」（SIH  S r e h le he Iro   Ho ）の に り 反転授業 グループ ーク 学修

ートフォリ 専門領域早期体験等によるリフレクションを基 としたアクティブ・ラーニング

の体験を通して 学生と教員が共に学び合い成長する教育プログラムである「SIH 道場 アクテ

ィブ・ラーニング入門 」を 年次に導入するとともに 学年進行に い アクティブ・ラーニ

ングの実質化を学 課 全 に浸透さ ていくというものである。 シン ムは の取り

組みの一 として 平成 2 年度より 年次教育プログラムとして導入された「SIH 道場」でのア

クティブ・ラーニングの実 を専門教育にも ・浸透さ ることを目的としている。 

大学では アクティブ・ラーニングを「教員による一方向的な 達とは異なり 課題

習 質 応答 振り返り グループ ーク ディス ッション プレゼンテーション等を取り

入れることにより 学生自らが考え くことを教員が し 学生の能 的な学習を 進さ る

方向の教授・学修のこと」と定義している。またこの定義に合 する授業の実施率を測定し 向

上さ ることを目指しており 一定の成果を上げている。 

しかしこうした取り組みの成果を 当に評価するためには「定義を満たす授業がどれだけ増え

たか」という 的な 点だけではなく 「その定義を とし 自らの授業実 の改善に取り

組 ことによって 授業がどのように く なったのか」という 当事 的な 点からの検

が である。こうした 点からの は なる 的な工 や主観の反 ではない。こう

した を検 することは 会的な価値観の 化や大学の組 的な取り組みに を けなが

ら 教員 々 が自らの実 をより いものにしていくという 会的 行 としての教育実
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について検 するための となることが期 できる。 

画では 大学に する 3 の教員の 題 について を く。この 3 つの実

を なる 的な 力の結果ではなく また組 的な取り組みの し けでもなく 教育業

大学 そして教育 という 3 の 会的協働実 として み解くことが 画の目的である。 

 
2 2 学生の を す る授業を するた の  

生 理と でのグループ・ ィ ッ ンの 用を に  

（ 学 学   ） 

 では が教 教育科目「生 理と 会 ・ 」で 用しているス ール・グル

ープ・ディス ッション（ 下 SGD）の取り入れ方の工 の での 行 を し

たい。生 理をめ る主題は 生 の や の 終 期における 取

りのあり方など 一見すると学生の からは く じる主題ではあるが 実は くの方が長い

ラ フコースの で 1 度や 2 度は経験する主題が まれる。そして どの主題についても「 解

がない」ことが 義 の でもある。授業は 義および VTR 10 回 その合間に 6
8 のグループからなる SGD5 回で構成されており 学生が えられた主題について他学部や

他学科の学生と をする機会を最大 効 用するかたちで実施する工 をしている。 義の

コンセプトは「学生の 考をくす ること」である。そのための 義構成の工 を したい。 
 
2 3 学実 に る学修 の に った授業 の  

アクティブ・ラーニングの り  

（ 学 学  ） 

学統計学実習の最終目標は データに応じた な統計 法を選 ことができ 解 し 結

果を解 し しく記述できることですが られた時間 ではいくつかの統計 法を体験するだ

けで 目標の到達は ではない。そこで 統計解 の必要 を理解さ 自立した学修 を育て

るには教員が をす きかを らかにしたいと考えている。 
学部 学科 2 年生の統計学実習（ 62 ）を対象としている。実 の課題や シ

レーションによる 化などを用いている。毎回の実習の終 りに 「今回の実習で理解できたこ

と 理解できなかった事」「実習の進め方で かった点 改善が必要な点ならびに授業改善に関

する 」「満足度」を調査している。また 学生の統計解 のレ ートも学生の学修到達度を

評価する 要な となる。満足度 外はテキストデータなので 質的研究の 法 ルーブリッ

ク評価を用い学修 が 的に取り組 ために教員は をす きか また 学生がアクティブに

学修するに必要な も め 授業改善の を っている。 
 
2 4 生 学の授業に るアクティブ・ラーニングの実  

（ 学教 教育   ） 

 大学 学部 学科の 1 年生に対して 基礎基 教育科目である「基礎生 学」の授業で

アクティブ・ラーニングを実 した について する。このクラスは 50 度の学生数で

3 分の 2 の学生が高 時に生 学を選択していない。そこで 高 の生 学の からはじめ

て 大学の専門課 への導入となるレ ルの授業を がけた。この授業は基 的には 学である
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が 授業の 分で授業 に した な実験を教 で行った。 えばタン ク質の 質を

義した次の では タルの タン ク質を用いて学生に 反応を確認してもらった。また

生 の授業では 実 に ルの 工授 を行い と の結合で しい生 が生じるこ

とを体験した。最終授業の授業アンケートでは 実験をもっと増やして しいという が最も

かった。一 の教 で行うことができる実験には があるが 義と実験を ランスよく行う

ことで学生の意欲を き すことが 能だと れる。 
 
３．  
 指定 では シン ムの において 「アクティブ・ラーニングは ではな

く よい授業を行うための つの方法としてアクティブ・ラーニングという方法がある」という

があり はじめに よりこれは に い であったという指摘がなされた。続い

て の について ス ールグループ・ディス ッションに入る の 機づけが で

あるとの指摘があり し課題に対して学生はどのような意見を しているのか また教員はど

う対応しているのかについて したいとの質問があった。 の について 授業のはじ

めにルーブリックを示した上で授業を している点は 到達目標を示していることであり

要であるとの指摘があった。毎授業におけるアンケートの実施 そのフィー ックについても

大 であるであるということが示された。 部 の ニ実験を 義の で実施していることにつ

いて ア リ の大学の 義を けているようで らしいと うとの指摘があった。体験を

して その に関する理 を理解するということは大 であり も 化されたのことで

あった。 

 

． と  

 ディス ッションではフロアから くの質問が られ な が行 れた。 の授

業について具体的な方法を確認する質問から このような授業を行うことになったきっかけ 学

生から学 ことなどについて意見 が行 れた。また の授業を けた学生が 加して

おり 授業や 生に対する いを ってくれた。その学生によると「はじめは な 生だと じ

ることがあったが 毎回アンケートを実施し 学生の意見を き入れつつ授業を し 質問に

も に答えてくれることで 徐々に 生や授業に対して 向きに取り組 ようになり 今で

は一番 きであり よく った授業だと える」という 想が述 られた。 
 年はアクティブ・ラーニングの 進が強く ばれており アクティブ・ラーニングの だ

けが されることがよくある。 当にアクティブ・ラーニングを意 ある で していくた

めには ではなく 学生と教員がお いに理解し合えるような授業を することが 要で

ある。「学生の学び」を最 に考え 方向で授業を するように 力した結果は 自ずと

アクティブ・ラーニングと ばれる に当てはまっているのではないかと考える。 
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１－２． ンポ ム（反転授業） 

 

 
１） 概要 

 2016 年 12 28 に された「AP シン ム」の一 として反転授業の実 に関する

ークショップをおこなった。 ークショップは 加 と の間で な が り広

げられた。 ークショップの によって 加 間で反転授業に関する 要な 見が共 され

たな実 の に するものと考える。 

 

２） ィ ッ ンの と  

「AP シン ム」の で 「反転授業」をやってみた 2014 年からの実 を通して 」の

セッションを いた。 セッションには 60 の 加 があった。 セッションでは 加

と 学で反転授業を実 した教員 6 （ 2 は スター のみ）が一 となって を

進めた。 

「反転授業」をやってみた 2014 年からの実 を通して 」のセッションは ークショッ

プ で進めた。最 に をおこなった。 は 2016 年度の反転授業の実 のア

トラ ンについての概要を示した。また 反転授業の実 を 加 に びかけた。 

次に 反転授業に取り組 だ 6 の教員による スター の をおこなった。実 の

を スター とすることで 加 は実 した教員に 問をおこなったり 授業で用い

たコンテン を 用することができたりした。 加 は 各 の実 に に を け

な をおこなった。 

スター の後 指定 である 修一 生（広 大学大学 ）から全体コ ントをいた

だき 生および 4 の実 教員を に 加 を えた全体 ネルディス ッシ

ョンをおこなった。 ネルディス ッションの最 に質問 による質問を集め フロアからの質

問に答える で ネルディス ッションを進めた。たとえば 「 デ や の 成はどのように

しているのか 」という質問に対して 「Keynote でプレゼンを り スラ をめくりながら

を 。 成したものを 画フ ルで き し YouTube へアップロー 。YouTube で字

を けるなどの 集機能がある。 は 30～40 ー らいの を って き す ての

を ている。 を見ながら 画を見てもらう。 は PDF で （ は ）。

自分で してくる学生もいる。」といった具体的な方法が示された。また 「評価はどうされて

いるか 」という質問に対して「 デ の後に確認問題がある。確認問題 習後に成果 を評

価。学生 1 ずつ 評価している。」「 験と同じ の期 験 実習の制 の評価。」「レ

ート課題で評価。」「授業 のアクティ ティを かく点数化（50％）。 り 50％は期 験。」

といった回答が得られ 実 が各授業の目標に合 て な評価を行っていることが かっ

た。このように 実 が行っている反転授業の工 や課題を全体で共 することができたため

今後 たに反転授業へ取り組 教員が増えることに期 したい。 

なお 当 の セッションの は 下の Web トでも している。 

http://uls01.ulc.tokushima-u.ac.jp/info/Flipped/case/workshop2016.html 
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